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（１）目標を達成するための施策 

目標の達成をめざし、健康づくりの施策を体系的に整理し取り組みます。特に、

第２次計画では、第１次計画の理念を引き継ぎながら、新たに「子育て世代の健康

づくりの推進」、「地域で取り組む健康づくりの推進」を重点施策に加え、ライフス

テージに応じた間断ない健康づくりへの支援に取り組んでいきます。 

 

（２）基本方針と施策の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 基本方針と施策 

≪施策≫ 

①がん・生活習慣病対策の推進 

②子育て世代の健康づくりの推進 

≪施策の柱≫ 

主要な健康課題への対応 
【重 点 施 策】 

一人ひとりの 

健康づくりへの支援 

≪基本方針≫ 

ライフステージに

応じた健康づくり

の推進 

一次予防に重点を

置いた健康づくり

の情報発信 

市民が主役！ 

地域での協働・ 

参画と連携 

New 

①妊娠・出産期 

②乳幼児期（0～5歳） 

③学童・思春期（6～19歳） 

④青年期（20～39 歳） 

⑥高齢期（65歳以上） 

⑤壮年期（40～64 歳） 

第 4 章 第 2次健康泉大津 21 計画 

③地域で取り組む健康づくりの推進 

New 
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（３）第 2 次健康泉大津２１計画を推進する全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
市民が抱える 

主な健康課題  
 
○健康寿命の指標のひとつ
である「日常生活動作が
自立している期間」の平
均が男女とも大阪府を上
回る 

 

○脳血管疾患の標準化死亡

比が全国・大阪府を下回

る 

 
〇喫煙率が下がってきてい
る 

 
〇むし歯のある幼児が減っ
てきている 

●がん、心疾患、腎不全の
標準化死亡比が男女とも
全国・大阪府を上回る 

 
●がん検診受診率は向上し
ているが目標値には達し
ておらず全国より低い 

 
●医療費を最も費やしてい
るのは高血圧性疾患をは
じめとする循環器系疾患 

 
●子育て世代の健康診査の
受診率が低く、健康づく
りの施策も少ない 

 
●高齢化に伴う要介護認定
者の増加 

泉大津市民の健康状況 

 

○7割の市民が自分は健康

であると認識している 

 

○6割以上の市民が最近
10年間で自分の健康に
対する意識が高まってい
ると認識 

 
〇8割の市民が健康維持の
ために意識的に体を動か
すようこころがけている 

 
○地域活動や地域の行事に
「参加している」「機会
があれば参加したい」と
答えた市民は4割以上 

 
○子どもの健康づくりとし
て保護者の7割は栄養バ
ランスのとれた食事に取
り組み、5割は早寝早起
きに取り組んでいる 

●若い女性のやせ、男性の
肥満が増加している 

 
●運動習慣がある人の割合
は保護者で約1割、市民
で約４割となっている 

 
●3割の子どもの保護者
が、育児、仕事、家族関
係、経済的なことが原因
でストレスを抱えている 

 
●男性の３割は悩みごとを
相談できる相手がなく、
心の健康について相談で
きる場があることを知ら
ない人は５割を超える 

 
●６割の市民が自分は地域
との繋がりが弱いほうだ
と認識 

 プランを推進

す 

 
良好な 

健康状況 

 
健康への 

意識の高さ 

プランを推進す 

一次予防に重点
を置いた 
健康づくり 
の情報発信 

 

今
後
５
年
間
に
わ
た
り
、
戦
略
的
か
つ 

総
合
的
に
取
り
組
む
施
策 

 

生
涯
を
通
じ
た
一
人
ひ
と
り
の 

健
康
づ
く
り
へ
の
支
援 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
施
策 

【重
点
施
策
】 

主
要
な
健
康
課
題
へ
の
対
応 
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全体目標 

 
る基本的な考え方 

 

基本理念 

健
康
寿
命
を
延
ば
す 

各
施
策
の
『
評
価
指
標
』
に
掲
げ
る
目
標
を
市
民
の
望
ま
し
い
健
康
像
や 

健
康
課
題
の
改
善
目
標
と
し
、
市
民
と
と
も
に
そ
の
達
成
を
め
ざ
す 

ライフステージ

に応じた健康 

づくりの推進 

 

 

市民が主役！ 

地域での協働・ 

参画と連携 

各
施
策
の
『
評
価
指
標
』
に
掲
げ
る
目
標
を
市
民
の
望
ま
し
い
健
康
像
や 

健
康
課
題
の
改
善
目
標
と
し
、
市
民
と
と
も
に
そ
の
達
成
を
目
指
す 

 する取組 

市
民
す
べ
て
が
共
に
支
え
合
い
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る 

①がん・生活習慣

病対策の推進 ｚ 

〇がん・生活習慣病予防の
正しい知識の普及啓発 

〇受診しやすい健（検）診体
制の整備と受診率の向上 

②子育て世代の 

健康づくりの 

推進 

〇子育て世代の健康づくり
への支援の充実 

〇子育て世代の女性の健康
づくり応援企画の推進 

〇健康に関する情報発信と
知識の普及啓発、環境整備 

〇健康づくり自主活動グル
ープ等の育成と活動支援 

ｚ 

ｚ 

①妊娠・出産期 

②乳幼児期 

③学童・思春期 

④青年期 

⑥高齢期 

規則正しい生活習慣を身につける 

規則正しい生活習慣を育む 

⑤壮年期 

 

 健康づくりに関心を持ち 

生活習慣病の発症を予防 

 

 

生活習慣病の発症予防と 

早期発見・治療 

生きがいづくり 

健康管理と心身の機能維持 

③地域で取り組む

健康づくりの 

推進 

規則正しい生活習慣をつくり 

安心して妊娠・出産できる 
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日本人の死因のうち約 6 割を占めるのが、生活習慣病です。なかでも、がんは、

昭和56年以降、日本人の死因の第1位であり、生涯において2人に１人ががんに

罹患すると言われています。本市においても、死因の３割近くをがんが占め、高齢化

の進展により今後もがんの罹患者および死亡者が増えることが懸念されます。 

本市の標準化死亡比をみると、がん、心疾患、腎不全等の生活習慣病による死亡率

が国、大阪府に比べて高く、死因の６割近くが生活習慣病に起因しています。 

また、本市の国民健康保険の診療報酬明細書から見る疾病および受診状況(平成２

３年５月診療分)によると、被保険者のうち 3 割近くが生活習慣病で受療しており、

受療率は、高年齢になるほど増加し、脳卒中や心臓病、糖尿病などの生活習慣病が要

介護になる要因となっています。 

生活習慣病予防の目的は、糖尿病、脂質異常症、高血圧症等の重症化による糖尿病

合併症や心疾患、脳血管疾患の発症を防ぐことです。 

また、がんを含め生活習慣病は、喫煙、食生活や運動等の生活習慣と大きく関係し

ており、その改善により、病気を予防し、罹患を減少させることが期待できます。 

生活習慣病は、自覚症状がないまま長い時間をかけて発症するため、気づかず放置

されていることが少なくありません。 

自分の健康状態を把握し、早期に病気を発見するためには、定期的な健康診査やが

ん検診を受けることが非常に重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 肥満や糖尿病、がんなどの生活習慣病が増加傾向にあり、病気の発生予防と重

度化予防を重視した生活習慣病対策が重要。 

② 生活習慣の改善などによる予防や、がん検診による早期発見に対する市民の

意識の向上。 

重点施策 がん・生活習慣病対策の推進 

2 主要な健康課題への対応≪重点施策≫ 

 

主 要 課 題 

１ 

１ 現状と課題 

がん・生活習慣病に関する正しい知識を持ち、日頃から予防に努めるととも

に、定期的に健（検）診を受けている 

目 標 
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■がん・生活習慣病対策の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「がん・生活習慣病対策の推進」の目標達成イメージ図 

○がん・生活習慣病の予防の

ための情報発信 

○測定機器を用いた体験型の

啓発 

○一人ひとりの状況に合わせ

た生活習慣病の予防改善の

ための健康相談、栄養相談、

歯科相談の実施 

〇小学校高学年向けがん予防

本を学級文庫として設置 

病気の原因 
となる生活習慣 

健（検）診を 
受診しない要因 

健康的な 
生活の実現 

受診しない要因 

出典：独立行政法人 国立がん研究センターHP 

健（検）診の受診率

向上への取り組み 

予防の正しい知識

の普及・啓発 

○各種健（検）診等の実施 
○レディースデー検診 
の実施 

○子宮頸がん、乳がん、 
大腸がん検診の無料 
クーポンの配布 
〇市民、企業への周知 

日本人のためのがん予防法 

●喫煙 
タバコは吸わない。他人のタバコの煙を
できるだけ避ける。  

●飲酒 
飲むなら、節度のある飲酒をする。  

●食事 
食事は偏らずバランスよくとる。 
 ＊塩蔵食品、食塩の摂取は最小限にする。 
 ＊野菜や果物不足にならない。 
 ＊飲食物を熱い状態でとらない。  

●身体活動 
日常生活を活動的に。 

●体形 
適正な範囲に。  

●感染 
肝炎ウイルス感染検査と適切な措置を。 
機会があればピロリ菌検査を。 

がん・生活習慣病にならない
ための望ましい生活習慣 

早期治療 

病気の 
兆候なし 

健（検）診の受診 

がん・生活習慣病の発症 

早期発見 

面倒 

費用が

かかる 

知識不足 

結果が

こわい 

太りすぎ 

運動不足 

塩分の 

取りすぎ 

喫煙習慣 

偏った 

食生活 

過度の 

飲酒 

時間が

かかる 
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施策の内容 主な取り組み 

①がん・生活習慣病の予防

のための情報発信 

〇各種健（検）診、健康教室、母子健康手帳の発行時、乳幼児

健診等のあらゆる機会を通じ、本市の健康に関する現状をラ

イフステージ別に周知【新規】 

〇商工会議所などを通じ、企業への健康づくり情報の発信 

【新規】 

○学校や他団体と連携し、小中学生を対象にした啓発の実施 

【新規】 

○市内の健診を受診できる医療機関など健康情報を掲載した健

康・育児マップの配布 

〇世界禁煙デー（５月３１日）、健康増進普及月間（９月）、が

ん検診受診率50％達成に向けた集中キャンペーン（１０

月）、女性の健康週間（３月１日～３月８日）等、国のキャ

ンペーン月間に合わせた健康づくりの情報発信 

〇各種健（検）診等の機会を通じ予防の正しい知識の普及・啓発 

②測定機器を用いた体験型

の健康づくりの啓発 

〇イベントや出前講座などでの機器（血管年齢測定・肺年齢測

定・骨密度測定・体組成測定）を用いた体験型の健康教室や

出前講座の実施 

〇乳がんモデルを用いた自己触診の啓発 

〇肺年齢測定器（スパイロメーター）を用いた COPD 対策

（禁煙指導）の実施 

③一人ひとりの健康づくり

への支援 

〇健診受診者に対し病態に応じたアドバイスシートを配布 

〇一人ひとりの状況に合わせた生活習慣病の予防改善のための

健康相談、栄養相談、歯科相談の実施 

〇衛生委員会等の地域の団体と連携し、市の現状に合わせて健

康に関する共通のテーマを設定し、全校区に出向く出前講座

の実施 

④がん予防のためのタバコ

対策の推進 

〇乳幼児健診時に喫煙者がいる家庭に受動喫煙防止の啓発 

〇禁煙を希望する市民への相談、禁煙外来等の情報提供 

〇世界禁煙デーや禁煙週間（5月31日～6月 6日）に合わせ

た禁煙啓発キャンペーンの実施 

市の健康に関する現状を周知するとともに、母子健康手帳の発行時、乳幼児

健診、健康教室や各種健（検）診などの様々な機会を通じ、がんや生活習慣病

予防に関する正しい知識を普及啓発していきます。 

施策❶ がん・生活習慣病予防の正しい知識の普及啓発 

 

２ 施策と主な取り組み 
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施策の内容 主な取り組み 

①各種健（検）診等の実施 ○生活習慣病に関する健（検）診（健康診査、特定健康診査

（泉大津市国民健康保険被保険者）、後期高齢者医療健康診

査、歯科健診、骨粗しょう症検診、小児生活習慣病検診）や

がん検診（胃、大腸、肺、子宮、乳、前立腺）、肝炎ウイル

ス検診の実施 

○健（検）診受診者に対する保健指導の実施 

②受診しやすい健（検）診

体制の整備 

○女性特有のがん検診等をセットにしたレディースデー検診の

実施【新規】 

〇骨粗しょう症検診の対象年齢の拡大【新規】 

〇（特定）健康診査とがん検診の同時受診の実施 

○複数のがん検診が同時に受けられるセット検診の実施 

○休日健（検）診の実施 

○駅前のホテルや公民館、長寿園など身近な場所で受診できる

健診の実施 

③健（検）診の受診率向上

に向けた受診勧奨の強化 

〇商工会議所等を通じ、企業に対し市のがん検診の日程等を周

知【新規】 

○一定の年齢に達した方に子宮がん検診・乳がん検診・大腸が

ん検診・肝炎ウイルス検診の受診勧奨の実施および検診無料

クーポン券の配布および未受診者に対する受診勧奨の実施 

〇がんの罹患や生活習慣病が多くなる手前の年齢層からの個別

勧奨（がん検診、歯科健診、骨粗しょう症検診の案内送付）

の実施 

○特定健康診査対象者に受診券の送付および未受診者に対する

受診勧奨の実施 

○衛生委員会等の地域の団体と連携し、禁煙および健（検）診

受診啓発キャンペーンの実施 

④精度管理※の質の向上 

 

※一定の質を担保するため、

がん検診が正しく行なわれ

ているかを管理すること 

 

○要精密検査となった方がスムーズに検査を受診できるような

相談体制の整備 

○一次検診機関や精密検査実施機関との連携および精密検査結

果の把握 

○精密検査の未受診者に対する受診再勧奨の実施 

施策❷ 受診しやすい健（検）診体制の整備と受診率の向上 

 

がんの予防に向けて、関係課と連携し、市民が受診しやすい体制整備を行

い、受診率の向上をはかります。 
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現状値について 

 ①は厚生労働省「人口動態統計・市町村別統計」（H22）より、②は大阪府健康医療部保健医療室

「大阪府内市町村の健康寿命について」（H25年 11月）より、③⑤⑦⑧⑨はH26市民アンケート結

果より、④は大阪府立成人病センターがん予防情報センター（2008-2012累計結果）より、⑥は地

域保健・健康増進報告（H25）、泉大津市国民健康保険特定健康診査結果（H25）より算出。 

 

 

 

 指標 現状値 目標値

（H31） 

① 平均寿命 男性 78.9 歳 

女性 85.8 歳 

平均寿命の延び

より健康寿命を

延ばす ② 健康寿命 

（日常生活動作が自立している期間の平

均） 

男性 78.05歳 

女性 83.98歳 

③ 自分のことを健康だと思う人の割合 

 

 

保護者 78.4％ 

市民 70.1％ 
増やす 

④ ７５歳未満のがんの年齢調整死亡率 84.3 79.3 

⑤ 適正体重を維持している人の増加 

  20 歳～60歳代男性の肥満者の割合 

  40 歳～60歳代女性の肥満者の割合 

 

 

30.3％ 

11.3％ 

 

29％ 

10％ 

⑥ がん検診・特定健康診査の受診率の向上 

        胃がん （40～69歳） 

        大腸がん（40～69歳） 

        肺がん （40～69歳） 

        乳がん （40～69歳） 

        子宮がん（20～69歳） 

 （市国保）特定健康診査（40～74歳） 

 

10.0％ 

18.3％ 

 9.2％ 

37.0％ 

32.3％ 

30.8% 

 

40％ 

40％ 

40％ 

50％ 

50％ 

60％ 

⑦ 健康診査（健康診断）等を定期的に受けて

いる人の割合の増加 

 

保護者 41.8％ 

市民 65.9％ 

47％ 

71％ 

⑧ COPD の認知度の向上 

 

保護者 50.7％ 

市民 48.1％ 

65％ 

65％ 

⑨ 喫煙率の減少 

 

保護者 10.1％ 

市民(男)22.3％ 

市民(女) 7.5％ 

9％ 

20％ 

6.5％ 

３ 評価指標と目標値の設定 

・・・マークの入った指標は、ライフステージに応
じた施策の推進（ｐ55）でも各ライフステー
ジにおいて評価指標としています。 

妊 乳幼 学・思 青 壮 高 

学・思 青 壮 高 

青 壮 

青 壮 

青 壮 
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２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この世代は、就職、結婚や出産・育児などライフサイクルの節目があり、特に妊

娠・育児においては次世代を産み育てることから、健康への関心が高まりやすい時

期でもあります。その一方で、子育てや仕事で忙しく自身の健康は後回しになりが

ちです。この時期の生活習慣の積み重ねが、その後のライフステージにおける健康

状態を左右するため、一人ひとりが生活習慣の改善と生活習慣病の発症予防に向

けて行動できることが重要で、忙しい日常生活の中でも健康づくりに参加できる

ようなきっかけが必要です。 

保護者を対象としたアンケートによると、運動習慣がある人の割合は13.6％と

少なく、日頃から体を動かすことを心がけている保護者の割合は、11.1％に過ぎ

ません。 

また、ストレスを感じることがよくある保護者も 36.2％と少なくありません。

ストレスを解消できていない人の割合は、30.6％と一般市民の平均と比べて11.3

ポイントも高くなっています。 

女性の体は、思春期・中高年期など、生涯を通じてホルモンのバランスが大きく

変動し、男性と異なった女性特有の健康課題があります。そのため、性別の違いを

考慮し、各世代の特徴に応じたきめ細かい健康づくりが重要です。 

生活習慣病の予防を始めとする健康づくりは、若い世代からの意識の向上、取り

組みが重要で、特に子育て世代の女性の健康は、家族への影響も大きく、次世代の

育成の上でも大切です。 

子育て世代の健康づくりを今後より一層強化して取り組むことは、疾病にかから

ない体づくりと、市の健康レベルの向上につながります。 

 

 

 

 

 

  

定期的に健康診査やがん検診を受け、自分自身や家族のために適正な食習慣

や運動習慣を実践している 

目 標 

 

① 女性ではやせが増え、男性では肥満者が増えている 

② 運動習慣がない人やストレスを感じる人が多く、自身の健康づくりがおろそ

かになりやすい 

主 要 課 題 

１ 現状と課題 

重点施策 子育て世代の健康づくりの推進 ２ 
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施策の内容 主な取り組み 

①がん・生活習慣病発症予防

に関する情報発信 

〇乳幼児健診やがん検診、健康診査等の機会を通じ、本市の

子育て世代の健康に関する現状を周知【新規】 

〇市の現状や特性を盛り込んだ健康づくり情報を、広報紙や

インターネットに掲載し、市民が情報を得やすいよう工夫

する【新規】 

〇適正な体重の維持・管理の大切さに関する普及・啓発の実

施 

〇乳幼児健診時に過去１年間に健康診査を受診していない保

護者を対象に健（検）診の日程表や健康教室の案内を配布 

②次世代の健康づくりにつな

がる支援 

〇妊娠届出時に禁煙、禁酒、受動喫煙防止の保健指導の実施 

○受動喫煙防止啓発用「すいたくないボウヤストラップ」の

妊婦全員への配布 

〇両親教室にて、親子の健康づくりに関する栄養、歯科の講

話の実施 

③家族で取り組む健康づくり

への支援 

○食育事業と連動し、家族で健康について考える機会をつく

る【新規】 

〇子育て世代が集まる休日開催のイベント等で健康ブースを

設置し、興味・関心を高める 

〇生涯学習課等と連携し子育て世代を対象にした運動講座の

実施 

○乳幼児健診時の待合時間を活かした保護者向けの身体チェ

ックコーナーの設置 

 

 

 

 

 

 

  

施策➊ 子育て世代の健康づくりへの支援の充実 

 子育て世代の健康に関する現状や健康づくりの情報を発信し、親子の健康づ

くりを支援していきます。 

施策➋ 子育て世代の女性の健康づくり応援企画の推進 

 

家族や次世代の健康づくりに大きく影響する子育て世代の女性の健康づくり

を総合的に支援するため、健（検）診、健康相談、健康教室等の健康づくりに

関わる事業をパッケージとして企画し、この世代の女性の健康づくりを推進し

ます。 

２ 施策と主な取り組み 
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施策の内容 主な取り組み 

①健康づくりに取り組む

ためのきっかけづくり 

○育児サークル等子育て世代が集う場で身体チェック（血管年齢

や骨密度測定）を取り入れた体験型の健康講座の実施【新規】 

○母子健康手帳交付、両親学級、乳幼児健診等の母子保健事業を

活用し保護者に女性特有のがん予防啓発リーフレットを配布 

○一定の年齢に達した方に子宮がん検診の受診勧奨の実施および

検診無料クーポン券の配布、未受診者に対する受診勧奨の実施 

○食や運動の楽しさや実践方法が学べる体験講座の実施 

②自身の健康状態に気づ

き、不適切な生活習慣の

改善につなげるための健

（検）診等の実施 

○子宮がん検診と健康診査、骨の健康チェックが同時に受けられ

るセット健診の実施【新規】 

○体組成測定や骨の健康チェックを取り入れた健康診査の実施

【新規】 

〇妊婦を対象にしたマタニティ歯科健診の実施 

③受診しやすい健（検）診

体制の整備 

○子宮がん検診の対象年齢を見直し受診機会を拡大【新規】 

○骨の健康チェックの受診機会の拡大【新規】 

○保育付きの健診日や健康教室を設定し、子どもを預けられない

保護者に対する支援を実施 

④健康づくりの実践と継

続に向けた支援 

○子育て世代の女性の関心が高いヨガを中心としたシリーズの健

康教室の開催と教室参加者同士の仲間づくりへの支援 

○健康教室終了後の継続支援として、フォローアップ教室を開催 
 
 

 

 

 

 指 標 現状値 目標値

（H31） 

① 健康診査の受診率の向上 

1歳 6か月児母親（主婦のみ） 

3歳 6か月児母親（主婦のみ） 

 

28.9％（16.7%） 

38.7％（21.4％） 

 

34％（22％） 

44％（26％） 

② やせ（BMI＜18.5）の人の割合の減少 

20歳代女性 31.3％ 30％ 

③ 肥満（BMI≧25）の人の割合の減少 

              30 歳代男性 22.2％ 21％ 

④ 運動習慣者の割合の増加 

 

保護者 13.6％ 19％ 

⑤ ストレスを解消できていない人の割合の減少 

 

保護者 30.6％ 減らす 

現状値について 

 ①は乳幼児健康診査問診票（H2６年5～7月実施）より、②～⑤はH26市民アンケート結果より

算出。 

３ 評価指標と目標値の設定 

青 

青 

青 

青 
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２２  

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動や地域の行事への参加している人は、保護者で 21.1％、一般市民で

23.3％です。自分と地域の人たちとのつながりについて、強いと思っている人

は保護者では 18.1％、一般市民では 23.8％と高齢になるほどその割合は高く

なっています。 

健康づくりは、市民一人ひとりが「自分の健康は自分で守る」という自覚を持ち、

自分のライフスタイルにあった健康づくりを実践することが重要ですが、個人の取

り組みに依存するだけでは、限界があるのが事実です。 

このため、市民一人ひとりが楽しみながら健康づくりを続けるには、家族みんな

での取り組みと仲間づくりが重要となってきます。 

本市では、市民の健康寿命を延ばすという目標に向かって、がん・生活習慣病予

防等の取り組みを進めるとともに、市民参加や市民が主体の健康づくり活動の支援

に重点を置き、地域で取り組む健康づくりを推進していきます。 

■地域の健康状況（中学校３校区の分析） 

人口動態をみると、最も人口が多いのが東陽中学校区で、この校区は高齢化率、

出生率ともに他の校区より低くなっていました。がん検診の受診率をみると、胃・

大腸・肺がん検診では大きな差は見られませんでしたが、乳・子宮がん検診におい

て、東陽中学校区の受診率が他の地区より高くなっていました。特定健康診査の受

診率をみると、誠風中学校区が他の地区より高くなっていました。 

また、今回の市民アンケート調査結果では、市民の健康づくりへの意識にほとん

ど差はみられませんでした。 

 

 

 項 目 東陽中学校区 誠風中学校区 小津中学校区 

が

ん

検

診 

胃がん検診（40～69歳） 10.2％ 9.5％ 10.2％ 

大腸がん検診（40～69歳） 18.9％ 17.6％ 17.7％ 

肺がん検診（40～69歳） 10.9％ 10.3％ 11.1％ 

乳がん検診（40～69歳） 38.5％ 35.0％ 33.3％ 

子宮がん検診（20～69歳） 34.6％ 31.5％ 27.7％ 

特定健康診査（市国保40～74歳） 34.5％ 36.7％ 28.7％ 

１ 現状と課題 

（校区別がん検診・特定健康診査受診率） 

目 標 

市民が主体となり、仲間とともに地域での健康づくりに取り組んでいる 

重点施策 子育て世代の健康づくりの推進 重点施策 地域で取り組む健康づくりの推進 ３ 
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凡例：〇：保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口：H26 年11 月15 日時点の集計 

 

 

 

 

  

 

① 個人での健康管理は、続かないことが多い 

② 地域に存在するいろいろな住民組織を活性化させ、健康づくりへの主体的な

活動を促す仕組みづくりが必要 

主 要 課 題 

誠風中学校区 
誠風中学校区 

末広町 

尾井千原町 

千原町 

曽根町 

東助松町 

森町 

助松町 臨海町 

松之浜町 

新港町 

小津島町 

春日町 

小松町 

菅原町 

若宮町 

田中町 
神明町 

東港町 

西港町 

なぎさ町 

青葉町 

汐見町 河原町 

清水町 

高津町 式内町 

本町 

下之町 

上之町 
戎町 

東陽中学校区 

昭和町 

虫取町 

旭町 

東雲町 

二田町 

条南町 

池園町 

寿町 
宮町 

北豊中町 

池浦町 

我孫子 

宇多 

板原町 

穴田 

豊中町 

要池住宅 

助松団地 
小津中学校区 

下条町 

東豊中町 

人口 

出生率 

高齢化率 

 

 

 

17,891人 

8.3 

24.7 

人口 

出生率 

高齢化率 

 

 

 29,648人 

7.3 

19.5 

 

 

人口 

出生率 

高齢化率 

28,748人 

8.8 

21.7 

マップで見た校区別の人口動態 
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施策の内容 主な取り組み 

①健康に関する情報の収集・

整理・発信 

 

〇地域の健康課題を明確にし、関係団体等を通じて啓発【新

規】 

〇市内のウォーキングマップを収集、見直しを行い、情報を

一元化しホームページ等で情報を発信【新規】 

〇健康展（市役所ロビーで展示）にて、関係団体等の地域の

健康づくりに関する取り組みの情報の発信 

〇地域に出向いて行うがんや生活習慣病、歯の健康や介護予

防等に関する出前講座の実施 

②健康づくりを推進するため

の環境整備 

○地域の団体などへ健康教育や健康相談などを行い、地域の

実情に合わせた健康づくりをともに考える機会を持つ 

○ウォーキングコースの見直しと、安全に歩くための工夫の 

検討 

 

 

 

 

 

 

 

施策の内容 主な取り組み 

①既存の組織等と協働した健

康づくり活動 

〇地域の団体などの健康づくりに関する活動への支援 

②自主活動グループ等の育成

と活動支援 

〇仲間とともに健康づくりに取り組む市民主体のグループな

ど地域で健康づくりを推進していくための人材の育成 

〇主体的に自主活動グループとして健康づくりに継続的に取

り組めるよう支援 

〇健康づくり自主活動グループの代表者などによる定期的な

会議を持ち、市民の健康づくりのための情報交換や意見交

換を実施 

 

  

施策❶  健康に関する情報発信と知識の普及啓発、環境整備 

 

地域の健康課題に合った、健康に関する情報発信と知識の普及啓発、環境整

備を行います。 

施策❷ 健康づくり自主活動グループ等の育成と活動支援 

 

 適切な健康情報が得られる学習機会を継続的に利用できる環境を整えること

で地域の実情に合わせた活動を支援し、市民全体の健康づくりを推進します。 

２ 施策と主な取り組み 



第４章 第２次健康泉大津21計画 

53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

泉大津市老連健康部会・若手委員会主催 健康ウォーキング 

市老連では、年間に 6 回「健康ウォーキング」を企画しており、非会員の方も参加で

き、気軽に交流と健康づくりができるイベントとなっています。 

11月には、市内で唯一道標のある「いずみおおつウォーキングコース」を歩きました。 

当日、約40名が参加し、Ａコース（9ｋｍ）とＢコース（6.3ｋｍ）の２コースのうち、

希望によりいずれかを選択。3 班に分かれ、リーダの先導により楽しく歩くことが          

できました。 

 

 

森町自治会 ウォーキングサークル（歩
ほ

森
しん

快
かい

） 

森町自治会では、平成25年１０月に同サークルを発足し、毎週日曜日、夏は午後５時

から、冬は午後４時から森町自治会館前に集合し準備体操をして、池上曽根遺跡公園を２

周し、曽根神社に戻って体操をして解散する１時間程度のウォーキングを行っています。

会員数は、65歳以上の方を中心に現在20名程度が参加しています。 

サークルは、健康体力づくりとともに、地域住民の親睦の場となっており、活動を機に

つながりができ、地域の人たちとの交流を深める場ともなっています。春・秋には、名所・

史跡などを巡るウォーキングツアーも行っています。 

 

健康づくり自主活動グループの事例 

  

健康づくり自主活動団体の事例 
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 指 標 現状値 目標値 

（H31） 

① 毎日６０分以上歩いたり動いたりしている 

人の増加             

保護者 33.2％ 

市民 47.3％ 

38％ 

52％ 

② 運動習慣がある人の増加 

 

保護者13.6％ 

市民 36.4％ 

19％ 

41％ 

③ 睡眠による休養を十分にとれていない人の

減少 

保護者23.6％ 

市民 20.6％ 

22％ 

19％ 

④ ロコモティブシンドローム（運動器症候

群）を認知している人の割合の増加 

保護者22.1％ 

市民 30.3％ 

50％ 

55％ 

⑤ 地域のつながりが強い方だと感じている人

の増加 

 

保護者18.1％ 

市民 23.8％ 

23％ 

29％ 

⑥ 地域や職場で健康に関する学習や活動を行

うグループに参加したことがある人の増加                              

保護者 14.1％ 

市民 17.6％ 

19％ 

23％ 

⑦ 自治会活動、ボランティア、地区サークル

活動などの地域活動や地域の行事に参加し

ている人の増加 

 

保護者21.1％ 

市民 23.3％ 

26％ 

28％ 

現状値について 

①～⑦は H26 市民アンケート結果より算出。 

 

３ 評価指標と目標値の設定 

青 壮 

高 

高 

高 
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生活習慣の形成や改善による健康づくりは世代ごとに異なり、妊娠・出産期、乳幼

児期から高齢期に至るまでそれぞれの健康課題があります。健康のための心身機能の

維持、増進に間断なく取り組むことが健康寿命を延ばすことにもつながり、生涯にわ

たって健康で豊かな生活を送ることにつながります。 

そこで、本計画では目標とする健康づくりの達成にむけ、より実践的に推進してい

くために、６つのライフステージ（世代）を設定しました。 

 

以下のとおり、市民の取り組み、それを支援する環境づくり、目標の３つで構成し

ています。 

１）現状と課題および市民みんなで取り組むこと（p56～57）では、各世代の特

徴をふまえ、各世代の目標、現状と課題、個人や家庭で取り組んでほしいこと

を縦軸で、ライフステージを横軸で表しています。 

 

２）泉大津市での健康づくりの取り組み（ｐ58～69）では、市民一人ひとりの取

り組みや家庭での取り組みを支援する環境づくりとして、各世代の目標を横軸

に、行政や関係団体を縦軸に、既存事業や新規に取り組んでいきたい事業をラ

イフステージ別に表しています。 

 

３）評価の指標と目標値の設定（ｐ70～71）では、各世代の目標達成に向けて、

ライフステージごとに、アンケート結果や実績値に基づき評価指標と目標値を

設定しています。 

 

 

 

 

３ ライフステージに応じた施策の推進 

１ 施策・取り組みの基本的な考え方と構成 
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現
状
と
課
題 

●妊娠・出産・育児に不安を感じ

ている妊婦さんは 22％います 

●妊娠中、喫煙している方が約

7％、飲酒している方が約 5％

います 

●朝起きる時間が8時を超えるな

ど、生活リズムが不規則な子ど

もがいます 

●子どもに動画などメディアを 2

時間以上見せている家庭が4割

以上あります 

●3 歳を過ぎるとむし歯が増え始

めます 

●中学生になると、夜 24 時以降

に寝る割合が 4 割と生活リズム

が不規則になってきます 

●体を動かすことがきらいな小学

生は約 2 割、運動不足を感じて

いる中学生は約 5 割います 

●永久歯に生え変わる 12 歳の頃

でも、むし歯を持つ子どもは 3

割を超えています 

市
民
み
ん
な
が
取
り
組
む
こ
と 

 

 

 

★妊娠がわかったら、早期に妊娠

届出をしよう（母子健康手帳で

健康管理） 

★定期的に健診を受診し健康管理

をしよう 

★マタニティ歯科健診を受診しよ

う 

 

 

 

★親子で早寝、早起き、朝ご飯を

心がけよう 

★テレビ、スマホなど適切な使用

を心がけよう 

★禁煙を家族で取り組もう 

★授乳中・食事中はテレビを消そ

う 

 

 

 

★早寝、早起き、朝ご飯を心がけよ

う（夜更かしせず、十分な睡眠を

とる） 

★TV、スマホなど適切な使用を心

がけよう 

★寝る前には歯磨きしよう 

 

 

 

★お腹の赤ちゃんへの影響を理解

しよう 

★禁煙・禁酒を家族で取り組もう 

 

 

 

★歯磨き習慣を身につけよう 

★食事とおやつの時間を決めよう 

★仕上げ磨きを行おう 

 

 

 

★飲酒、喫煙の身体への影響を理

解しよう 

★未成年者は「飲まない、吸わな

い」大人は「飲ませない、吸わせ

ない」 

 

 

 

★出産～産後の心身の変化を理解

しよう 

★ひとりで抱え込まず、誰かに相

談しよう 

★相談機関などの情報収集をしよ

う 

 
 
 

★乳幼児健康診査を受診し、健康

管理に役立て、病気の早期発見

に努めよう 

★事故予防を心がけ、取り組もう 

★予防接種をうけよう 

 
 
 

★自分の身体や健康に関心をも

ち、健康管理を始めよう 

★心配ごとを話せる人をつくろう 

 

規則正しい生活習慣をつくり 

安心して妊娠・出産できる 

妊娠・出産期 

規則正しい 

生活習慣を育む 

乳幼児期 

（0 歳～5 歳） 

規則正しい 

生活習慣を身につける 

学童・思春期 

（6 歳～１９歳） 

目

標 

2 現状と課題および市民みんなが取り組むこと 

次世代への健康づくり                健康の基礎づくり 

定期的な健康診査受診で 
健康な生活習慣 

仕上げ磨きでむし歯予防 

病気・事故予防 自分の健康に関心をもつ 

親子で基本的な生活習慣、 
食習慣を行う 

基本的な生活習慣、 
食習慣の確立 

妊娠中の飲酒・喫煙防止 

出産、産後、育児に 

関する不安の軽減 

中・高校生の飲酒・ 

喫煙防止 
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●20歳代の女性のやせが3割を超

え、30 歳代男性の肥満が 2 割を

超えています 

●運動習慣のある人が他の世代よ

り少ない 

●約 3 割の保護者（母親）がストレ

スの解消ができていないと感じ

ており、主な原因は育児がトップ 

●がんや生活習慣病が増え、自殺に

よる死亡も増えてきます 

●喫煙率・飲酒率が他の世代より高

い 

●壮年期世代は、ストレスの解消が

できていない人が 2 割と他の世代

より多く、主な原因は男女とも仕

事がトップ 

●自分が健康だと思っている人は約

６割で、筋力をはじめ、心身の機能

低下による病気がはじまります 

●約５割の人が地域とのつながりが

弱いと感じており、約 6 割の人が

地域活動に参加していない 

 

 

 

★1 年に１回は健康診査を受診し、

健康管理に努めよう（自身の健康

状態を知る） 

★20 歳になったら子宮がん検診を

受けよう 

★健康的な生活習慣・食習慣を送

り、次世代への健康づくりにつな

げよう 

 

 

 

★病気の早期発見、治療を行おう 

★かかりつけ医をもち、定期的な歯

科健診で歯周病予防をしよう 

★健康的な生活習慣・食習慣を送ろ

う 

 

 

 

 

★かかりつけ医をもち、定期的に健

康管理を行い、生活習慣病予防や

肺炎予防を行おう 

★定期的な歯科健診で口腔機能を維

持しよう 

★自分にあった、健康的な生活習慣、

食習慣を送ろう 

 

 

 

★自分の生活スタイルにあわせた

運動習慣を意識してつくろう 

★市が開催する健康教室等へ友人

同士で参加しよう 

★禁煙、飲酒するなら適量にしよう 

 

 

 

★積極的に運動を習慣づけよう 

★市が開催する健康教室に参加しよ

う 

★禁煙、飲酒するなら適量にしよう 

 

 

 

 

★身体状態に合わせた運動を行い、

転ばない身体づくりをしよう 

★地域で開催している健康教室やつ

どいの場に積極的に参加しよう 

 
 
 

★質のいい睡眠を心がけ、疲労をた

めない生活を心がけよう 

★自分に合うストレス解消法を見

つけよう 

 
 
 

★質のいい睡眠を心がけ、疲労をた

めない生活を心がけよう 

★ストレスをコントロールし、解消

しよう 

 
 
 

★地域活動の参加や仲間と交流する

など、役割、生きがいを持って積極

的に活動しよう 

★質のいい睡眠を心がけよう 

★認知症やうつ病を理解するととも

に予防につとめよう 

 

健康づくりに関心を持ち 

生活習慣病の発症を予防 

青年期 

（２０歳～３９歳） 

生活習慣病の発症予防と 

早期発見・治療 

壮年期 

（４０歳～６４歳） 

生きがいづくり 

健康管理と心身の機能維持 

高齢期 

（６５歳～） 

こころの健康・ 

生きがいづくり 
こころの健康づくりを行う 

次世代の健康づくり 生活習慣病予防                  介護予防 

※食習慣については食育ｐ88～89 をご参照ください 

定期的な健(検)診受診で 

生活習慣病予防 

健康的な生活習慣・ 

運動習慣を意識する 

 

こころの健康づくりを行う 

定期的な健(検)診受診で 

生活習慣病予防 

 

健康的な生活習慣・ 

運動習慣を実践する 

身につける 

 

定期的な健(検)診・ 

医療機関受診で健康管理 

身近な地域活動・ 

運動で健康な体づくり 
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主な取り組み事項 

泉大津市での健康づくり推進の担い手 （連携・協働） 

行   政 

保健センター 関係課・関係機関 健康泉大津 21 計画 

１.定期的な妊婦健康診査
の受診と健康管理 

妊婦とお腹の赤ちゃんの
病気の予防と健康状態の
把握のため、受診勧奨を行
う。 

   

２.妊婦の歯の健康づくり 

歯周病予防や、早産や低出
生体重児の予防のため、健
診の受診勧奨を行う。 

   

３.飲酒・喫煙防止 

母自身の健康とお腹の赤
ちゃんへの影響を理解す
るため、知識の普及や啓
発、情報提供を行う。 

   

４．妊娠・産後、育児に関
する不安の軽減 

産後のマタニティブルー
やうつなどの予防のため、
知識の普及や相談機関の
紹介を行う。 

   

 

３ 泉大津市（行政・関係団体）の健康づくりの取り組み 

妊娠・出産期の 
健康づくり 

 

○お母さんの生活習慣や健康状態が赤ちゃんの健康に

も大きく影響する時期です。 

○貧血や妊娠高血圧症候群などさまざまな症状があら

われる時期です。 

○産後は些細なことでも悲しくなったり、不安になっ

たりするマタニティブルーになりやすい時期です。 

こんな時期です 

 医療機関と連携し、妊娠～出産の切れ目ない支援に取り組みます 

取り組みます！ 

妊婦健康診査公費負担助成 
成人 MR 予防接種公費負担助成 
・妊婦のパートナーを対象に風
しんを予防し、赤ちゃんの先
天性風しん症候群を予防 

たまごくらす（両親教室） 
・歯科指導 
情報発信 
・母子健康手帳やリーフレ
ットによる啓発 

マタニティ歯科健診無料受
診券の配布 

母子健康手帳発行時の面接 
・アンケートの実施 
たまごくらす(両親教室） 
・知識の普及 
情報発信 
・母子健康手帳やリーフレ
ットによる啓発 

母子健康手帳発行時の面接 
・アンケート実施 
たまごくらす(両親教室） 
・知識の普及 
・相談窓口・情報の提供 
妊婦・産婦訪問指導 
・産後うつ質問票の実施 
未熟児訪問指導 
電話相談 

両親学級 
(市立病院） 
・情報提供 
・知識の普及・啓発 

情報発信 
・広報紙やリーフレ
ット、保健センタ
ーの掲示板などに
よる情報の発信 

助産師外来 
(市立病院） 
・母乳をはじめと
した妊娠、育児
相談 

こころの健康相談 
（保健所） 
育児相談 
（支援センター・
こども未来課） 
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幼稚園・保育所 

認定こども園 

３師会 

（医師会・歯科医師会 
・薬剤師会） 

地域団体 

ボランティア 
企業団体 

    

    

    

    

 

 

〇妊娠届は早めに！健診は定期的に受けよう。 

〇禁酒・禁煙を家族で取り組もう。 

〇相談機関などの情報収集をしよう。 

〇こころの不安は誰かに相談しよう。 

心がけよう 

  ・・現在既存の事業 ・・2 次計画にて新規に取り組む事業 

妊婦健康診査の実施 
・府内指定医療機関で
実施 

マタニティ歯科健診 
・市内指定医療機関で
実施（歯科医師会） 

マイ保育所（園）制度 
・保育士からの継続的
な支援 
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主な取り組み事項 

泉大津市での健康づくり推進の担い手 （連携・協働） 

行   政 

保健センター 関係課・関係機関 健康泉大津 21 計画 

１．親子で正しい生活習
慣をこころがける 

早寝、早起き、テレビを
長時間見ないなどの基
本的な生活習慣の形成
のために、保護者にむけ
て知識の普及や啓発、情
報の提供を行う。 

   

2．受動喫煙防止・家族
の喫煙防止 

喫煙者自身と、子どもの
受動喫煙の悪影響を理
解するため知識の普及
や啓発、情報提供を行
う。 

   

3．むし歯予防 
むし歯予防のため、保護
者や子どもにむけて歯
みがきや仕上げ磨きの
大切さなどの知識の普
及や情報発信、歯科健診
の受診勧奨を行う。 

   

４．病気・事故の予防 
病気や事故の予防にむ
けて、知識の普及や啓
発、情報の発信、健康診
査の受診勧奨などを行
う。 

   

 

 
乳・幼児期の 

健康づくり 
    

0～5 歳 

 

○生活習慣の基礎が確立される大切な時期です。 

○不慮の事故が多い時期です。 

○3 歳を過ぎるとむし歯が増え始める時期です。 

○この時期の健康や生活習慣は家族や周囲の影響を

うけやすい時期です。 

こんな時期です 

乳幼児健診などを通して子どもの疾病予防、親の健康づくりに取り組みます 

取り組みます！ 

乳幼児健康診査 
・保健指導・育児相談 
・知識の普及・啓発・情報発信 
・受動喫煙のパンフレットの配布 

乳幼児健康診査 
(歯科健診） 
・1 歳 6 か月児、3

歳 6 か月児対象

に、歯科健診 

・3 歳 6 か月児健

康診査でむし歯予

防・食育劇の実施 

・歯科相談 

乳幼児健康診査 
（内科診察） 
・4 か月児健康診査で

事故予防のリーフレ

ット配布 

・保健指導・育児相談 

・事故予防の意識の

啓発(問診票にて） 

よい歯を育てる会 
・2 歳、2 歳 6 か

月、3 歳児対象に

歯科健診、歯科医

師による講義、歯

科相談、「噛むお

やつ」の試食など

の提供 
よい歯のコンクール 

・3 歳児と保護者を

対象に表彰 

7 か月児育児相談会 

・事故予防の講話 

定期予防接種 

情報発信 

・正しい生活習

慣をはじめ、事

故予防について

の啓発をリーフ

レット、保健セ

ンターの掲示板

などにより情報

の発信、提供 
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幼稚園・保育所 

認定こども園 

３師会 

（医師会・歯科医師会 
・薬剤師会） 

地域団体 

ボランティア 
企業団体 

    

    

    

    

 

〇親子で早寝、早起きをこころがけよう。 

〇授乳中・食事中はテレビを消そう。 

〇子どものいる部屋では禁煙しよう。 

〇寝る前の仕上げ磨きを毎日しよう。 

〇子どもの事故予防に取り組もう。 

〇乳幼児健康診査、歯の健診を受診しよう。 

  心がけよう 

  ・・現在既存の事業 ・・2 次計画にて新規に取り組む事業 

園だより等 

・情報の提供 

正しい生活習慣をはじ

め、事故予防などにつ

いての啓発・情報発信 

フッ化物洗口、歯科相談 
・公立幼稚園で実施 

歯磨き指導 

保育所、認定こども園でのフッ化物洗口 

定期予防接種の実施 
（医師会） 

泉州北部小児初期救急
広域センターへの協力 
（医師会、薬剤師会） 

学校医・学校歯科医・
学校薬剤師としての協
力・連携 
（医師会、歯科医師会、

薬剤師会） 

健康診断・身体測定の
実施 
・有所見者への受診勧奨 
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主な取り組み事項 

泉大津市での健康づくり推進の担い手 （連携・協働） 

行   政 

保健センター 関係課・関係機関 

１．生活リズムを整える 
早寝、早起き、テレビや
ゲームを長時間しない
など、正しい生活習慣が
実践できるように、知識
の普及や啓発、情報の提
供を行う。 

  

2．飲酒・喫煙防止 
飲酒、喫煙の悪影響を理
解し興味本位に手を出
してしまうことがない
よう、知識の普及と啓
発、情報の発信を行う。 

  

3．自分の身体と心の健
康に関心をもち行動
ができる 

正しい情報を選んで健
康管理が実践できるよ
う、知識の普及啓発、情
報の発信を行う。また、
思春期特有の悩みへの
対応も含め、心の健康づ
くりに対する相談体制
を整える。 

  

 

 
学童・思春期 

の健康づくり 

６～19歳 

 
○身体面、精神面が著しく発達し、基本的な生活習

慣の確立、子どもから大人への移行期です。 

○飲酒や喫煙への興味が高くなったり、異性への関

心が出てくる時期です。 

○精神的に不安定になる時期です。 

○自分の身体と心について考える時期です。 

こんな時期です 

学校保健と連携し、心身の健康づくりに取り組みます 

取り組みます！ 

学校を通じた啓発活動 

・保健師等による出前講座の実施 
・啓発リーフレット等の提供 

 

学校を通じた啓発活動 
・学級文庫としてがん予防関連の本
を各小学校５・６年生に提供 

教育支援センター 
・子育ての悩み、家庭の悩みなど
「心の相談」への専門相談員に
よる対応 

・専用相談電話「心の相談ホット
ライン」 

・さまざまな要因により登校でき
ない状況にある児童・生徒への
支援 

（指導課） 
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小学校・中学校 
３師会 

（医師会・歯科医
師会・薬剤師会） 

地域団体 

ボランティア 

   

   

   

 

 

〇早寝、早起き、朝ごはんに取り組もう。 

〇お酒は飲まない、タバコは吸わないようにしよう。 

〇自分の身体と心の健康に関心を持とう。 

〇悩みは抱え込まず、誰かに相談しよう。 

心がけよう 

  ・・現在既存の事業 ・・2 次計画にて新規に取り組む事業 

知識の普及啓発 
情報の発信 
・毎月の保健だよ
り等で情報の発
信 

・夏休みなどの長
期休み明けには
特に生活リズム
について強化し
た内容 

・祭り前には全校
集会などで飲
酒・喫煙につい
て指導 

非行防止教室・薬物
乱用防止教室の開催 
・飲酒、喫煙、薬物
の防止や夜の外出
の危険性など、外
部から講師をまね
いて指導 

スクールカウンセ
ラーによる相談 
・中学校区に各１
名配置 

登下校時学
校周辺での
見守りやあ
いさつ運動 
（民生委
員・福祉委
員など） 

「３つの朝運動
（あいさつ・読
書・朝ごはん）」
を含めた取り組み 
・基本的生活習慣
を確立する 

禁煙外来 

・未成年対象に医
療機関で実施 

（医師会） 

性の教育 

・保健体育の授業
等で実施 

学校医・学校歯
科医・学校薬剤
師としての協
力・連携 
（医師会、歯科
医師会、薬剤
師会） 

知識の普及啓発 
情報発信 
・イベントなど
でフッ化物洗
口の啓発 

（歯科医師会） 

健康診断・身体測
定の実施 
・有所見者への受診
勧奨 

小児生活習慣病検診 
・肥満度 40％以上
の希望者が受診 

・保護者向け結果説
明会を開催 
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主な取り組み事項 

泉大津市での健康づくり推進の担い手 （連携・協働） 

行   政 

保健センター 関係課・関係機関 健康泉大津 21 計画 

１．定期的な健(検）診の
受診勧奨と健康管理 

自身の健康状態を知り、生
活習慣の見直しの機会と
する。 

   

２．健(検)診を受診しや
すい環境整備 

受診しやすい体制づくり
で受診率向上を図る。 

   

３．生活習慣病予防の正
しい知識の普及・啓発 

規則正しい生活や食習慣
を身に付け、実践する力を
付ける。 

   

４．運動習慣がつくれる
環境づくり 

運動習慣がつくれる機
会をつくる。 

   

５．こころの健康づくり 
正しい知識の情報発信
と相談窓口の情報提供。 

   

 

 
青年期の 

健康づくり 
    

20～39 歳 
 

○子どもから大人へ移行し、就職・結婚・出産・子育

てなどで生活スタイルが大きく変化する時期です。 

○次世代の子どもの健康も担う大切な時期です。 

○職場、家庭、地域などでストレスが溜まりやすく、

心身ともに負担がかかりやすくなる時期です。 

○忙しさから、自分の健康に対する意識も低くなりが

ちで、健康管理がおろそかになり、肥満や生活習慣

病の兆しがあらわれてくる時期です。 

こんな時期です 

子育て世代の健康づくり（健（検）診・運動・栄養を中心）に取り組みます 

 

取り組みます！ 

健康診査の受診勧奨と実施 

・乳幼児健診時、教室開催
時などで案内チラシを配布 

無料肝炎ウイルス 
検査 
(保健所） 

情報発信 

・広報紙やリーフレ
ット、保健センタ
ーの掲示板などに
よる情報の発信 

39 健診の導入 

・健康診査＋子宮がん検診
＋骨密度チェック 

出前講座・健康教育の実施 
たばこ対策（保健所） 
・医療機関の情報発信 
糖尿病重症化予防 
（保健所） 
・チラシなどでの啓発 

食と運動 健康応援講座（保険年金課・高齢介護課共催） 
・生活習慣病予防のための運動実技と食に関する講義・試食 

健康普及啓発推進員
養成講座 
・関係団体や市民に
むけ健康づくりに
関する講座を開催 

情報発信 
・広報紙やリーフレ
ット、保健センタ
ーの掲示板などに
よる正しい知識の
情報の発信 

情報提供 
・広報紙やリーフレットなどで、相談窓口などの情報 
の提供 

子育て世代の健康づくり（生涯学習課共催） 
・保育付きの運動教室を開催 

こころの健康相談 
（保健所） 
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幼稚園・保育所 
認定こども園 
小学校・中学校 

３師会 

（医師会・歯科医師会・
薬剤師会） 

地域団体 

ボランティア 
企業団体 

    

    

    

    

    

 

〇毎年 1 回は職場などで健（検）診を受けよう。 

〇生活習慣を見直そう。 

〇自分にあった運動をはじめよう。 

〇禁煙しよう、飲酒するなら適量にしよう。 

〇十分に睡眠をとり、ストレスを上手に解消しよう。 

心がけよう 

  ・・現在既存の事業 ・・2 次計画にて新規に取り組む事業 

情報発信 
・商工会議所を通じ
て情報発信 

知識の普及啓発 
情報発信 
・イベントなどでフッ化
物洗口の啓発 

（歯科医師会） 
歯科相談、口腔衛生相談 
・イベントなどで実施 
（歯科医師会） 

受診勧奨・情報提供・
啓発 
・保護者向けに運動教
室などの案内チラシ
の配布 
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主な取り組み事項 

泉大津市での健康づくり推進の担い手 （連携・協働） 

行   政 

保健センター 関係課・関係機関 健康泉大津 21 計画 

１．定期的な健(検）診の
受診勧奨と健康管理 

自身の健康状態を知り、
生活習慣の見直しの機
会とする。 
健康手帳の配布により、
健康管理を習慣づける。 

   

２．健(検)診を受診しや
すい環境整備 

受診しやすい体制づく
りで受診率向上を図る。 

   

３．生活習慣病予防の正
しい知識の普及・啓発 

規則正しい生活や食習
慣を身に付け、実践する
力をつける。 

   

４．運動習慣がつくれる
環境づくり 

運動習慣がつくれる機
会をつくる。 

 

   

５．こころの健康づくり 
正しい知識の情報発信
と相談窓口の情報提供。 

   

 

 
壮年期の 

健康づくり 

40～64 歳  

○糖尿病や高血圧など生活習慣病の発症が増えてくる

時期です。 

○家庭においても様々な役割が求められる時期です。 

○心身機能が衰え始める時期です。 

○職場、家庭、地域などでストレスが溜まりやすく、

心身ともに負担がかかりやすくなる時期です。 

こんな時期です 

①医療機関と連携し、健（検）診を受診しやすい体制づくりに取り組みます 

②運動習慣づくりへの取り組みをします 

①  

② 連携し子育て世代の健康づくり（健(検）診・運動・栄養を中心）に取り組

みます 

 

取り組みます！ 

がん検診の受診勧奨 
・節目年齢などの方を対象に
個別案内を送付 

がん検診無料クーポン郵送 
・対象年齢に子宮、乳、大腸
がんのクーポン券を郵送 

・未受診者に勧奨通知を送付 

成人歯科健診受診勧奨 
肝炎ウイルス検診受診勧奨 
・節目年齢に個別通知 

セット検診（胃+大腸+肺がん） 
・女性は乳がん＋骨粗しょう
症検診を追加し実施(日曜
日も実施） 

レディースデー検診の導入 
・胃＋大腸＋肺＋乳がん＋骨
粗しょう症検診をセット 

出前講座・健康教育・健康相
談の実施 

食と運動 健康応援講座（保険年金課・高齢介護課共催） 
・生活習慣病予防のための運動実技と食に関する講義・
試食 

子育て世代の健康づくり(生涯学習課共催） 
・保育付きのヨガ教室やダンス教室などを開催 

情報提供 
・広報紙やリーフレットな
どで、相談窓口などの情
報の提供 

こころの健康相談 
（保健所） 

特定健診の受診勧奨 
・40～74 歳の市国
民健康保険の方を
対象に受診券を送
付（保険年金課） 

・未受診者に勧奨通
知を送付 

（保険年金課） 

プチドック 
ホテル健診・出前健診 
の実施 
（保険年金課） 

特定保健指導・栄養講
座・運動講座の実施 
（保検年金課） 

タバコ対策（保健所） 
・医療機関の情報発信 
糖尿病重症化予防 
(保健所） 
・チラシなどでの啓発 

情報発信 
・広報紙やリーフレ
ット、保健センタ
ーの掲示板などに
よる情報の発信 

情報発信 
・広報紙やリーフレ
ット、保健センタ
ーの掲示板などに
よる正しい知識の
情報の発信 

健康普及啓発推進
員養成講座 
・関係団体や市民に
むけ健康づくりに
関する講座を開催 

健康展の開催 
・毎年 3 月に市役所
ロビーにて開催 

受診勧奨・情報提
供・啓発 
・保護者向けに運動
教室などの案内チ
ラシの配付 

情報発信 
・広報紙やリーフ
レット、保健セ
ンターの掲示板
などによる正し
い知識の情報の
発信 
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３師会 

（医師会・歯科医師会・薬剤師会） 

地域団体 

ボランティア 

企業団体 

（商工会議所） 

   

   

   

   

   

 

〇毎年 1 回は職場などで健（検）診を受けよう。 

〇定期的に歯科健診を受け、歯周病予防をしよう。 

〇生活スタイルに合わせた運動習慣を持とう。 

〇禁煙しよう、飲酒するなら適量にしよう。 

〇十分に睡眠をとり、ストレスを上手に解消しよう。 

心がけよう 

  ・・現在既存の事業 ・・2 次計画にて新規に取り組む事業 

がん検診・（特定）健康診査・
肝炎ウイルス検診の実施 
・市内の指定医療機関で実施 
（医師会） 

成人歯科健診実施 
・市内の指定医療機関で実施 
（歯科医師会） 

出前講座 
・健康に関するテーマを決めて
長寿園等で講話（3 年間で全
校区をまわる） 

（衛生委員会） 

禁煙・検(健)診受診啓発キャン
ペーン 
・年間 3 回市のイベント時に合
わせて実施 

（衛生委員会） 

知識の普及啓発 
情報発信 
・イベントなどでフッ化物洗口の
啓発（歯科医師会） 

・市民公開講座など（医師会） 
歯科相談、口腔衛生相談 
・イベントなどで実施 
（歯科医師会） 

情報発信 
・会議所ニュースで健康に関
する記事の掲載 

定期健康診断の実施 

  

定期健康診断の実施 

  

学習会の開催 

運動教室の開催 
・太極拳などの運動教室の実施 
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主な取り組み事項 

泉大津市での健康づくり推進の担い手 （連携・協働） 

行   政 

保健センター 関係課・関係機関 

１．定期的な健（検）診
受診と健康管理 

定期的な健（検）診を受
診することで、健康管理
を行い、自分にあった、
健康的な生活習慣の実
施や食習慣が行えるよ
うに支援する。 

  

2．口腔機能の維持 
自分の歯で噛んで食べ
ることの大切さを知り、
むし歯や歯周病の予防
に努めることができる
ように、知識の普及啓発
を行う。 

  

3．こころの健康といき
がいづくりへの支援 

趣味、仕事、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱな
ど交流や活動の場づく
りを支援する。また、講
演会などをとおして知
識の普及啓発を行う。 

  

 

 

  

4．身体機能が維持でき
る環境づくり 
転倒予防、筋力の維持な
ど、身体機能の維持につ
いての知識の普及を行
うとともに、身近に運動
を継続して実践できる
場をつくる。 

  

 
高齢期の 

健康づくり 

65 歳～  

○人生の完成期で余生を楽しめる時期です。 

○筋力をはじめ、心身の機能低下による病気が始まる

時期です。 

○転倒による骨折や生活習慣病などで要介護状態にな

りやすい時期です。 

○健康問題や、親しい人との離別などで、心身共に健

康の問題が大きくなる時期です。 

こんな時期です 

①運動習慣づくりや心身の機能低下を防ぐ（介護予防）取り組みをします 
②個々のニーズに対応した活動の場づくりを支援する取り組みをします 

取り組みます！ 

各種がん検診 
骨粗しょう症検診の
受診勧奨 
・広報紙などでの周知 

健康チェックリスト 
(高齢介護課） 
・心身の状態を確認する
アンケートを活用した
支援の必要な人の把握 

後期高齢者医療健康診査
(高齢介護課） 
・75 歳以上の対象者に
受診券の送付 

特定健康診査・特定保
健指導(保険年金課） 
・受診券の送付と対
象者へ特定保健指導 

・民間スポーツクラ
ブによる保健指導 

定期予防接種の啓発
と公費負担助成 
・高齢者インフルエ
ンザ 

・高齢者肺炎球菌 

健康相談や出前講座 ・知識の普及・啓発 

成人歯科健診 
・節目年齢対象者に個
別案内 

在宅訪問歯科健診 

歯科相談 
・月 1 回予約制で実施 

口腔健康相談 
（高齢介護課） 

情報発信(高齢介護課） 
・いい歯の日口腔ケア
パネル展示 

元気アップサークル 
・自主運営のサークル
による口腔体操 

認知症の知識の普及・啓発（高齢介護課） 
・関係団体や市民にむけ認知症予防講演会などの開催 
・認知症サポーター養成への取り組み 

食と運動 健康応援講座(保険年金課・高齢介護課共催） 
・生活習慣病予防のための運動実技と食に関する講
義・試食 

ウォーキング講座 
(保険年金課） 
・年 4 回開催 

（高齢介護課） 
貯筋アップ講座 
・体力測定、運動、講話 
元気アップサークル 
・自主運営サークルによる介護予防体操 
一般介護予防講座 
・介護予防活動の人材育成 

からだ年齢測定会 
（高齢介護課） 

地域職域連携事業 
(保健所） 
・生活習慣病予防の
普及・啓発 

こころの健康相談(保健所） 

ファイトスクール 
・介護予防体操など 
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行 政 ３師会 

（医師会・歯科医師会・薬剤師会） 

地域団体 

ボランティア 健康泉大津 21 計画 

   

   

   

   

 

○毎年 1 回は健（検）診をうけよう。 

○かかりつけ医をもち、健康管理をしよう。 

○定期的に歯科健診をうけ、お口の健康を維持しよう。 

○知識と経験を活かしたボランティアなど地域の一員

として積極的に活動しよう。 

心がけよう 

  ・・現在既存の事業 ・・2 次計画にて新規に取り組む事業 

情報発信 
・広報紙やリーフレット、保健セ
ンターの掲示板などによる正し
い知識の情報の発信 

健康普及啓発推進員養成講座 
・関係団体や市民にむけ健康づ
くりに関する講座を開催 

がん検診・（特定）健康診査・
肝炎ウイルス検診・定期予防接
種の実施（医師会） 

・市内の指定医療機関で実施師

会） 
在宅医療・訪問看護・ターミナ
ルケアの実施 

（医師会） 

成人歯科健診実施 
・市内の指定医療機関で実施 
（歯科医師会） 

8020 運動推進支援事業 

・8020 運動の推進 
・80 歳で 20 本以上歯のある 
高齢者の表彰など 

（歯科医師会） 

歯科相談、口腔衛生相談 

・イベントなどで実施 
（歯科医師会） 

生きがい・健康づくり 

・スポーツの大会の開催・楽
笑会などの運営協力、参加な
ど（老人クラブ） 

福祉ふれあいまつり 
・健康レシピの配布と血管年
齢測定（食改） 

健康講演会（老人クラブ） 

ボランティア活動 
（シルバー人材センター） 
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妊娠・出産期 
乳幼児期 

（0 歳～5 歳） 
学童期・思春期 
（6 歳～19 歳） 

目 

標 

値 

の 

設 

定 

   

 

４ 評価の指標と目標値の設定 

 

 

  93% 

現状 H31 

100% 

妊娠 11 週以下

での妊娠届出率 

 
※現状の値は H25 年度の妊娠届出書ア

ンケートより 

 

  

現状 H31 乳幼児健診未受診率 

4 か月児健診 

1 歳 6 か月児健診 

3 歳 6 か月児健診 

 ※現状の値は H25 年度乳幼児健診結果より 

3.0％  

4.0% 

6.0％ 

 
  1.4% 

1.8％ 

現状 H31 

減らす 

肥満傾向にある

子どもの割合 
(上小学生/ 

下中学生) 

※現状の値は H25 年度学校保健研究会

報告要項より「肥満度≧40%」 

 

  22.0% 

現状 H31 

15% 

妊娠・出産・育児に

不安を感じている

妊婦の割合 

※現状の値は H26 年 4 月～9 月の妊

娠届出書アンケートより 

 
  

現状 H31 

100% 

100% 

むし歯のない子

どもの割合 
(上1歳半/下3歳半) 

 

 

※現状の値は H25 年度乳幼児健診結

果より 

 
  54.8% 

34.9％ 

現状 H31 

減らす 

むし歯のない子 

どもの割合 
 (上 6 歳/下 12 歳) 

 

 

※現状の値は H25 学校保健調査票より 

 
  

現状 H31 

100% 

100% 

仕上げ磨きを毎日

実施している割合
(上 1 歳半/下 3 歳半) 

 

 

※現状の値は H26 年５～7 月乳幼児健

診問診票より「夕食後または寝る前に」 

 
  20.1% 

32.2％ 

現状 H31 子どものいる部 

屋で喫煙する家 

庭の割合 
 (上小 5/下中 2) 

 

 

※現状の値はH26市民アンケート結

果より 

 
  11.4% 

現状 H31 

20% 

妊婦の歯科健

診の受診率 

 
※現状の値は H25 年度市マタニティ

歯科健診の受診率 

 
  7.4% 

現状 H31 

0% 
妊婦の喫煙率 

※現状の値は H26 年 4 月～9 月の妊

娠届出書アンケートより 

 
  －% 

－％ 

現状 H31 

0% 

0% 

子どものいる部屋

で喫煙する割合 
(上 1 歳半/下 3 歳半) 

 

 

※乳幼児健診問診票にて調査予定 

 
  

5.5% 

2.1％ 

現状 H31 

0% 

0% 

※現状の値は H26 市民アンケート結

果より「過去１か月以内に飲酒した

ことがある」「喫煙したことがある」 

 
  

現状 H31 

減らす 

夜 24 時以降

に寝る子ども

の割合 
(上小 5/下中 2) 

 

 

※現状の値は H26 市民アンケート

結果より 

6.8％ 

39.5% 

 
  

現状 H31 

100% 

100% 

早起きしている

子どもの割合 
(上1歳半/下3歳半) 

※現状の値は H26 年５～7 月乳幼児健

診問診票より「朝 8 時以前に起床」 

87.5％ 

92.7% 

 

  4.9% 

現状 H31 

0% 

妊婦の飲酒率 

※現状の値はH26年4月～9月の妊

娠届出書アンケートより 

 
  

現状 H31 悩み事を相談す

る相手がいない

子どもの割合 
(上小 5/下中 2) 

 

 

※現状の値は H26 市民アンケート結

果より 

9.4％ 

13.4% 

 
  

現状 H31 

100% 

100% 

事故予防に取り組 

んでいる割合 
(上 1 歳半/下 3 歳半) 

※現状の値はH26年５～7月乳幼児健

診問診票より 

92.2％ 

67.2% 

 

  9.1% 

現状 H31 

減らす 

全出生中の低

出生体重児の

割合 

※現状の値はH20～24年度人口動態

総覧より 低出生体重児は 2500g

未満の児 

  

  3.5% 

現状 H31 

減らす 周産期死亡率 

※現状の値は H20～24 年度人口動態

総覧より（妊娠満 22 週以後の死産と

早期新生児死亡の合計）/全出生＊

1000 

 
  

現状 H31 

減らす 

メディアを 2 時

間以上子どもに

見せている割合 
(上 1 歳半/下 3 歳半) 

 

 

※現状の値はH26年５～7月乳幼児健診

問診票より「TV、動画やゲーム、DVD

等を 1 日何時間ぐらい見ていますか」 

60.2％ 

65.0% 

 
  

現状 H31 

増やす 

自分が健康だ

と思っている

子どもの割合 
(上小 5/下中 2) 

 

 

※現状の値はH26市民アンケート結

果より 

91.2％ 

83.2% 

3.4％  

5.7% 

10.4％ 

99.2％ 

84.7% 

78.2% 

97.8％ 

飲酒や喫煙経験

がある子どもの

割合 
(中２、上飲酒/下喫

煙) 

 

 

減らす 

減らす 
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青年期 

（20 歳～39 歳） 
壮年期 

（40 歳～64 歳） 

高齢期 

（65 歳以上） 

   

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

※現状の値は H26 市民アンケート結果よ

り「75歳～84歳の人の歯の本数の平均」 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「1 回 30 分以上の運動を週 2 回以上」 

 
  44.5%  

45.3％ 

現状 H31 

50% 

50% 

  

現状 H31  80 歳で 20 本以上

歯がある人の割合 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

 

 
積極的に外出す

る人の割合 
 

60.6% 68％ 

現状 H31 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「非常に健康だと思う、健康な方だと思う」 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「つながりが強い、どちらかといえば強い」 

※現状の値は H26 市民アンケート結果

より「肥満:BMI≧25 の者」 

 
  

現状 H31 

 
  

現状 H31 

男性の肥満の割合 
(上 20 歳代男性 

/下 30 歳代男性) 

11.1% 

22.2％ 

10％ 

21％ 

 
  

現状 H31 
女性のやせの割合 

(上20歳代女性/中30

歳代女性/下保護者) 

 

 

31.3%

13.5％

16.6％ 

30%

12%

15％ 

 
  

現状 H31 

※現状の値は H26 市民アンケート結果よ

り「やせ:BMI<18.5 の者」 

※現状の値は H26 市民アンケート結果よ

り「１回 30分以上の運動を週2回以上」 

運動習慣がある人

の割合 
（上男性/中女性 

/下保護者） 

 

36.1%

5.9％

13.6％ 

41%

11%

19％ 

 
  

現状 H31 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

喫煙者の割合 
(上男性/中女性 

/下保護者) 

 

 

27.8%

8.8％

10.1％ 

25% 

8% 

9％ 

 
  

現状 H31 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

定期的に健康診査 

（診断）を受けて 

いる人の割合(上男

性/中女性/下保護者) 
 

 

77.8%  

58.8％

41.8％ 

80% 

64% 

47% 

% 

 

 

 
  

現状 H31 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「ストレスを全く解消できていない、解消

できていないことが多い」 

ストレスを解消で

きていない人の割

合 (上男性/中女性 

/下保護者) 

 

 

 5.6% 

22.0％

30.6％ 
減らす 

 
  

現状 H31 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「非常に健康だと思う、健康な方だと思う」 

自分が健康だと思

っている人の割合
(上市民/下保護者) 

 

 

84.6% 

78.4％ 
増やす 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「肥満:BMI≧25 の者」 

 
  39.5% 

10.4％ 

現状 H31 

38％ 

9％ 

肥満の割合 
(上男性/下女性) 

 

 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

 
  50.0% 

67.3％ 

現状 H31 

増やす 

定期的に歯科健診

を受けている人の

割合 
(上男性/下女性) 

 

 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「1 回 30 分以上の運動を週 2 回以上」 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

 
  27.9% 

8.7％ 

現状 H31 

25% 

8% 

喫煙者の割合 
(上男性/下女性) 

 

 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より 

 
  72.1% 

63.5％ 

現状 H31 

75％ 

69％ 

定期的に健康診査 

（診断）を受けて 

いる人の割合 
 (上男性/下女性) 

 

 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「ストレスを全く解消できていない、解消

できていないことが多い」 

 
  17.5%  

26.1％ 

現状 H31 

減らす 

ストレスを解消で

きていない人の割

合(上男性/下女性) 

 

 

※現状の値は H26 市民アンケート結果より

「非常に健康だと思う、健康な方だと思う」 

運動習慣がある

人の割合 
（上男性/下女性） 

39.4% 増やす 

地域とのつなが

りが強いと感じ

ている人の割合 
33.0% 38％ 

 
  

現状 H31 
地域活動などに

参加している人

の割合 
30.5% 38% 

 

  

現状 H31 
 

  

現状 H31 
自分が健康だと思

っている人の割合 76.7% 増やす 

 

  

現状 H31 

自分が健康だと思

っている人の割合 59.9% 増やす 

なんでも噛んで食

べられる人の割合 77.3% 増やす 

 
  39.5%  

27.0％ 

現状 H31 

45% 

32％ 

運動習慣がある人

の割合 
（上男性/下女性） 
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